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昆虫化石から得られた愛知県勝川遺跡周辺の古環境

森勇 一

1.はじめに

全世界に分布する昆虫の種類は70万種とも 100 万種ともいわれ，すべての生物群のなかでもっとも

多い。なかでも鞘麹目(甲虫目) に属す る昆虫は， 著しい進化をとげ， 多様な環境に見事に適応して

生息している。そのため，昆虫化石(遺跡出土のものなど新しい時代のは昆虫遺体ともいう)を調べ

ることによって得られる情報はきわめて多い。

古環境の復元にあたって ， 昆虫化石は微化石以上に重要な役割を果たすことがあるのにもかかわら

ず， これまでほとんど考古学に寄与することなく ， うち捨てられてきた。愛知県春日井市勝川追跡及

びその周辺の低地性遺跡を発掘するにあたって ， 昆虫化石を計画 I~内 ・ 組織的に採集し ， 古環境の復元

に役立てる こ とができたので， その結果の概要を報告する。

なお ， 昆虫化石の表及び写真は愛知県担蔵文化財セン タ 一年報(森: 1988 a) に掲載したものに ，

一部追加資料を加えて使用した。

2. 層位と検出方法

昆虫化石を検出 した遺跡の層位と その相対年代は ， 表 1 のとおりである。 相対年代はすべて土器編

年である。
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表 1. 各巡跡の分析試料と相対年代

Tab!e 1. Samp!es for ana!ysis from each site and re!ative periods 

|削巡跡(即位A) rur IT:l ill 助、 (62A.B) |松河戸巡跡(臥 E/63A)

江戸時代後期|灰白色 、ンル

江戸時代前期 l |黒灰色ンノレト

平 安 時 代|櫛物片まじ り腐醐シノレト|灰白色砂質シノレト

奈 良 I時 f~ I 黒灰色 シノレト

古 墳 H寺 代 | 腐植質シノレ l |黒灰色、ンノレト質粘土

弥生時代後期|酬片まじり腐舶質、ンノレト l

弥生時代中期|黒灰色、ンノレ↑質粘土

縄文時代後 |馴 | | 黒灰色泥炭質シノレ i

縄文時代中期 l |泥炭質、ンノレ | |泥炭質・ンノレト

層序が明確になった時点で，地層断面及び トレ ンチ穴からブ ロ ック ご と 分析用試料を採取 し， 実体

顕微鏡下で検出 とク リーニ ングを実施した。昆虫化石の同定は ， 現生標本の各部位と顕微鏡下で比較

・検討しながら ， 一つずつの節片について行なった。同時により詳細な古環境の復元をめざ し て ， 大

型植物遺体と微化石用サ ンフ。ル(珪藻及び花粉) も採取した。

3. 放射性年代

昆虫化石の分析試料採取と並行して，放射性年代測定用のサンフ。ルを採取 し，絶対年代の測定を実

施した。年代測定は学習院大学理学部に依頼 し， 14C 法に よって求められた値であ る。次にその測定

結果を遺跡ごとに列記する。ただし，こ こでの年代値はすべて1950年より起算 した ものを使用してい

る。

勝川遺跡(IKK62F)

1020土 130y. B. P. CGaK-13816) 

1260土 100y. B. P. CGaK-13820) 

1600土 100y. B. P. CGaK-13819) 

1930士80y. B. P. (GaK-13815) 

2130士 100y. B. P. CGaK-13818) 

1910::!::90y. B. P. CGaK-13812) 

2140土 100y. B. P. (GaK-13817) 

5230土 130y. B. P. (GaK-13814) 

8340土90y. B. P. (GaK-13813) 

木j十

木j十

木片

主主

木片

泥炭

木片

腐椀土

腐植土

<相対年代>

奈良時代分析試料採取腐準

古墳時代分析試料採取賠準

弥生時代後期分析試料採取隠準

弥生時代中期分析試料採取!脅準

弥生時代中期分析試料採取層準

町田遺跡(IKC62B) <相対年代>

3120土 120y. B. P. (GaK-13810) 腐椴質シノレト テフラ降灰層準
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3770土 120y. B. P. (GaK-13811) 木片

4400:!:100y. B. P. (GaK-13809) 腐植質シノレト

4470:!:130y. B. P. (GaK-13808) 木片 縄文I時代中期分析試料採取層準 E

4640:!:130y. B. P. (GaK-13807) 泥炭 純文|時代中間分析試料採取層準E

5000:!:100y. B. P. (GaK-13805) ì尼 JtJt 縄文時代中 l切分析試料採取層準 I

5260:!:100y. B. P. (GaK-13806) 木片 縄文H寺代中期分析試料採取層準 I

松河戸遺跡 (IMD62H ・ IMD62A) <相対年代>

2850土 120y. B. P. (GaK-13821) 腐地質シノレ ト

2870:!:1l0y. B. P. (GaK-135~5) 木片 縄文|時代後 ・ lぬj切分析試料採取庖準

3120:!:120y. B. P. (GaK-13521) 腐他質シノレト テフラ降灰隠君主

(下線を施した数値は ， すべて昆虫化石を分析した試料の年代値である)

4. 昆虫化石群集

A. 昆虫化石の指標性

昆虫はあらゆる生物のなかでも ， 環境に よる住み分けと種の分化が顕著にみられ る生物の一つであ

る。また ， 微化石にくらべて死後の移動が少ないので， 遺跡を取りまく特殊な微環境の復元に示相化

石と して重要な役割を果たす。

日浦ら (1984) は ， 古環境の復元に役立つ指標昆虫について r水域環境の指標昆虫j ， ["植生環境

の指標昆虫j ， ["栽培及び農VI の指標昆虫j ， ["汚物集積の指標昆虫j ， ["地表環境の指標昆虫」 の 5 項目

をあげてい る。 l勝川遺跡周辺から産 した昆虫化石の指標性及びその意義については ， 森 ( 1988 a ・ 19

88 b) に詳しい。

B. 昆虫化石の特徴

JJみ川遺跡及びその周辺から産 した昆虫化石は現時点での集約数で4179点 (個体数でなく 節j十ない し

破片数である ) , うち 174点がネクイハムシ類で， ネクイハムシをのぞく 水生昆虫 171 点 ， 食糞性昆虫

31点 ， 食植性昆虫1648点， j也表性歩行虫 214 点 ， 所属不明及び未分類の甲虫 目 1941点である。うち種

レベル まで同定できた昆虫48~霊678点，科及び属 レベルまで同定できた昆虫11科936点 ・ 6亜科377点 ・

6 属247点であっ た。表 2 ~表 4 をも と にその特徴について述べる 。

縄文時代中期(町田遺跡62B 区 ・ 松河戸62E 区) の試料から得られた昆虫化石は，一般に平圧され

ていて ， 変形が著 しい。主として I上|聞の渓流や流れの付近に住むマメゲンゴ ロ ウ属の一種を多産 し

た。ほかに樹液に集まる種群と森林性のコカネムシ科ーなどが発見さ れた。縄文時代後 ・晩期 (松河戸

62A区) は資料不足である。種 レベル 1 点を含め ， 百一1 . 9 点が発見 されたのみである。

弥生時代中期(勝川62F 区) の試料では， 種 レベルまで同定でき た昆虫化石 7 種12点など計67点が

出土した。コフーマルエ ンマコガネなど 4 点の食糞性昆虫 と ， 1 3点の ゴミ ムシ科及び 5 点の タ マム シが

発見された。弥生時代後期 (勝川62F 区)の試料からは，イ ネネクイハムシを多産 した。 ゴミ ムシ科
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やコガネムシ科の出現点数も多い。

古墳時代 (勝川62F 区 ・ 松河戸62A区)の試料からは ， ネクイハムシ亜科の H垂及びコガネムシ科

の食葉11干などを産 した。奈良時代(勝川62F 区) では ， クヌギ ・ カシ類の樹液に集まる昆虫や， ガガ

プタネクイハムシ・キンイロネグイハムシなどのネクイ ハムシ亜科，及びその他の水生昆虫を産した。

JJ券川62F 区及び町田62A. B 区の平安時代の試料からは，イ ネネクイハムシを多産した。イネネクイ

ハムシの全出土点数56点のうち ， 半数の28点がこの試料から得られている。

江戸時代前期 (松河戸63A区) の試料ヵ、らは ， スジコガネ亜科 (292点) ， サクラコガネ属 (147点)

及びコメツキムシ科を多産した。種レベルではドウガネプイプイ ・ シロテンハナムグ リ・ エンマムシ

などが発見された。江戸時代後期(勝川62A区)は， ヒメコガネ (244点) , ド ウガネブイブイ (42点)

及びコガネムシ科の多践によって特徴づけられる。これらの昆虫は ， 現在， 都市近郊の寺社林や人家

近くの草地 ・ 果樹等に普通に見られるものである。

なお ， 昆虫化石の同定にあたって参照した文献を参考文献の項に示した。

5. 古環境の変遷

勝川遺跡周辺の人聞の生活の記録は，少なくとも縄文時代中期にさかのぼることができる。 1987年

10月 ， 勝川62F区の深侃り トレ ンチから ， 縄文時代の土器片(時期不明) が発見されたのを皮切りに

1988年 1 月 には町田遺跡 2 月には松河戸遺跡でも縄文時代中期(一部前期を含む)の土探片がかな

りの数で発見された。さら に松河戸62E区では，石英安山岩やチャート，黒11程石を含む数百点の石総

}十と石鍛の完成品，及び大量の円 レキの集石跡が発見され， これらは縄文時代中期の石摂生産に関連

した集石遺構であるとみなされた。 この層準の絶対年代は， 町田62B 区で 4470土130y. B. P. 及び

4640土 130y. B. P. と測定されている。

町田・ 松河戸両遺跡の縄文時代中期の泥炭中から発見された昆虫化石は ， 合計 797 点に達した。昆

虫化石の分析結果から，水辺にハンノキやクヌギなどの広葉樹が茂り ，水面の閉ざされた止水域が存

在 したことが推定される。 化石群集にネクイハムシを伴わない こ とから ， ヨシやマコモなどの湿地性

他物の繁茂 しない池沼で，水底に落ち葉が古川、に堆積するような林にかこまれたやや蒋/1郎、環境だっ

たことが推定される。

縄文時代後 ・ 晩期も引き続き泥炭層が堆積 し， 111陰起源と考えられるテフラ (詳細は別稿の予定)

の降灰があった。昆虫化石及び珪藻遺骸の分析結果から ， 自然度の高い湿地帯とゆるやかな流れを伴

っ た清澄な敵性水域が存在 したことが考えられる。テフラ直下の泥炭層の年代は， 町田 ・ 松河戸両遺

跡とも 3120土120y. B. P. と求められたので， テフラの降灰は3120年前頃の ことと推定される。 珪

藻分析ではテフラ降灰を境に，好アルカリ~水流不定性の種群が減少し，好酸性種が増加するなど水

域環境の変化が認められた。未分解の厚い泥炭層の存在，及び未同定のネグイハムシのなかに寒冷型

の種が何点か含まれることなどから ， 縄文時代中期から後 ・ 晩期にかけて気候は現在よりし、くぶん冷
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表 2. 科及び属レベノレまで同定できた昆虫化石

Table 2. List of fossil insects identified to gen巴ra， subfamilies or families 

純文!I.'j: {に 弥生 lI .f (~ i!i' J.(t !.'i l.! ヱ1'. k tL 
lI.f (~ 

'1' 1111 I長 l暁 Itll 中J!II i圭 lりl liil 1111 後 I1II
1~!1~の

~IJ f品 Il~ 日時 IJ事 IJ# 松 H芹 H聾 IHJ 月書
科技ぴ属お

i立 E品名 11I )" JI) 111 111 }-, I11 11) I1I }' 111 

ti2B 62E 62A 62F 62F 621 62A 62" 62F 62日 6~IA 62A 

カワ l ン，I{件 l i l 

CALOI'-J とHYG II)AE

;Ifムシ科 I l 2 3 5 l 
水
I-IYDHOPI-IILlJJAE 

ゲンゴU ウ科 1 I -ι 10 1 2'1 l 

DYTI SC I DAι 

ヒメゲン ゴロウ!II'.料 5 

COLY~I日 ET I NAE

2主
マメケ' ン ゴ ロゥ同 ~ 3 

Agablls sp 

ミズスマンIri 2 1 1 

Cyrﾎlws sp. 

ィ、クイノ、ム ノ 'IH千 3 J 4 2 l 23 
gU也{'I
DONAClljI;.H: 
ダイ コクコガ不 ' 1Ji.千} 2 

t孟 SCA HABAE l jI;八 l与

エン マコガ有旬以 7 3 2 4 ワ

!k 
OlltllOp!JOjJllS !:�pp 

tl マグソ コ ;If 司、!Il;.干T l I 

APHODlINAE 

ゴ ミム ン干キ II 35 13 23 II 16 2!i 18 2 3 37 

I也 I-IARPALlDAE 

}, 
7 オゴミムン M 5 6 

ChI白 C 1/ ÎII S spp. 

官l ハネ カク ン 科 I 

STAPHYLlNIDA E 

立IMI
コメツキム ン 千} 6 13 5 l 15 

ELATEIlIDAE 

ハムシ科 7 I 5 2 17 6 8 

C I-I HYSOMELl υAι 

オトシ ブ ミ干ト ヲ 2 l 

ft 
ATTELABIDAE 

コガ不ムン 4寺 2~ 59 本 l 11 16 21 3 58 4 7 38~ 

SCAHABAEII)Aι 

スジコノf ヰ !llcH z 3 2 292 12 

HUTELlNAE 
~ 

サクラコガネM 20 147 

AlIo11la!a spp. 

ハナムグ ' J !Il;科 7 3 3 3 l フ・4

CETO", ll jI; AE 
f.1 

コフ キコ プIf ;f. ~'Íi z 
Mclo!tmt!w sp 

カメム ン H

P五NTATO~ II DAE

称村、tl
クワガ タ ムン 千 十?

LUCAN II)A Iュ

l l l 

所以不叩W. び米分自lの'1'出 Id 262 ~88 9 17 237 13 1 29 236 8 5 395 2~ 2 

*軒H、村、吋't.Hj，の IHri'il c !I\ ま i> l.t !l t r. r でよ品;jÌ" が山められ旬。
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表 3. 種レベノレ ま で同定できた昆虫化石(そ の 1 ) 

Tab!e 3. List of fossi! ins巴cts id巴ntified to species (No.1) 

純文 11 .1 { ~ 尚生 111 { ~ i'i Jjt 五、 H ヰ| ま }-' 

u,r: ( ~ 
'1' HII ii:: . 1此I!IJ '1' I!IJ f主 !日 l i長 I!IIl�l I!IJ 

昆 虫 f，"名 開l 11存 日存 II~ |企 lHi H~ 開l 1If, 
J立 NJI 名

111 r' J-' 111 )Ij 111 Jコ 111 111 日 l j司 I11 

生態 G2B 621': 62A G2F G2F 62F G2A 621' 62F 6213 6~lA 62A 

ハグロ ト ンボ 水 当 、N2 W3pl 

Ca/oplcryx. rIlrala Ü II,1t1 邑 i

カ凶ムン ノk 生 Wl Wl1-11 W~ Tl W3 1'1 、V l

f1ydrophilus llcumillafus ttM1'1 1'1 F2 L2 

コヵー タヵーム ン ノ'J' ~t Wl 

Hydrophilus cashimircI/俍 ttMtl 

コ 7/ ムシ 水生 もV3

l匂droc/wra offillis ftMtl 

ゲ ノ ゴロウ 水~t: Wl WG '1'4 Wl 

Cybislcr jCIIJOllicZlS 食肉柑 A2 

コ ノf タノ ゲン ::t ロ ウ JJ ， 当 W1 Wll-ll 

Cybislcr lriflll1!clalus ft ll,ltl 日 l

オオミ ズスマシ 本 生 Wl 、V2 ¥-¥'!) 

Dincufus oricllfulis 自 11'1 1'1

ミ 7: ス ーミF シ 水 生 Wl W!) 可N 'I.

Gyr;'W$ jaI'OI';C!lS 食肉 11

コミノ;スマンワ 水 ~I_:: Wl 

Gyrilllls CUrlllS 立向1'1

j[7fプタネ ア イ ハムン 4 ヨ WG 明1 、V2U 1-11 1V4 Wl 

DO/locia IClIzi 立1i1i 11 日 l 1'4 

イィ、ィ、 7 イ ノ、ム シ 水生 WIO 1'3 、V2 WH P2 1V19 W7 

DOIwCﾎa provosli 食制官l 日 l P2 I'l 1'1 

キノ イ ロキク イハムン 水 ~l W-I 1'1 W'I W21 1'2 Wl 

DOllacia jUJ)ullu 世相'iI'l

ツベ' ネクイハ ム ン /J( ~I W4 IVI W'I 

J) o l/ aci日 ni / id ior 立IiúI' I

フ l オクイハムシ 'J' 上 IVI 

DO II 日 c iu Jukicl1sis 立 1泊1'1

オオ 七 ノチコガ布、 j也 )<1'1 Ll 

Geolrupcs ullrufus ftW1'1 

コブマルエンマ コ カ aト J J!! Jげl Pl 1'1 

Ollllwphogus (IIrll'('III1;S rtl'i;I'1 

クロマルエンマ コ カネ JJ!!l咜l Wl 

O"thoplwgus alcr 立 党1'1

ッ ーヤマルエンマム シ J也ポ1'1 Wl 

AtholrlS pirilllOllS ft li~ 1'1 

エンマ ム シ J也 ;/i1'1 W3 

Mcrohislcr jckc/i 立!足1'1

J 、ンミ ョ ウ j也 }，1'1 IVI 

Cicilldcla chillcl1liis f1J!;Jj'1 

オオ 1"， 7 リ ゴ ミ ムシワ JJ!!1!I'1 1'1 

Oudcs vicarius 制i 食でl

7 ロナガオ サ ムシ ヲ J也"，1'1 Pl 

Lcp/oco r(lb/lS proccrlllus 立 11，1 1'1

ミカワ オ サムシヲ JJ!!MI 1-11 

Car(/!JIls urrvwi(I1Il1S 立 IIWI
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表 4. ~蛮 レ ベノしまで同定できた昆虫化石 (その 2 ) 

Table 4. List of fossil insects identified to species (No.2) 

11.',: (~ 
制 文 JI .f (¥'.: 'j~; ~ I ;. 11 . '，:代 �"'i 1ft 奈 良 平安

'1' I!II íH岨I!I I 小 川l i主 l問 i'!鋹 1111 �& 1111 

見 止l 部 名
i立跡;y，

Il1f 松t吋 1百 1持 11" fil 目存 IIli ~f 十止 11苛

IJI J-i r' I11 liI liI 111 liI 111 戸 111 

'1 悠 6213 62E 62A 621" 日2 1" 621" 62A 621" 621" 62日 63A G2A 
アカカ' 布、寸Ij- Jレノ、ムン 除 f七 W'I 

ACTothinium gaschkcvifchii 此柿tl

イ モサルJ、ム シ 除 ~I: Lν l 

Colalposoma dauricu11I 食M判
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jjj~だったことが推定される。気瓶の低下は水系の下刻をう なが し， その結果広い範囲にわたって後背

湿地を出現させることになった。

弥生時代中期になると，段丘(鳥居松田)上には多くの人 々 が定住するようになり ， それに伴って

樹木の伐採や水域環境の汚染が、進んだ。 勝川62F 区では，段丘而下から木製品の貯蔵施設が発見され，

土坑の埋土から大量にモモやクルミ ， クリなどの種子が 11\ :1こ した。食糞性の昆虫やゴミムシ季! などの

昆虫化石， 及び珪藻遺骸の分析結果から，汚れた水たまり的様相の止水域が存在 し た こ とが推定され

る。弥生時代後期になると ， ガガブタネクイハムシにかわ っ てイネネクイハムシが増加するなど ， 水

田開発に伴う低湿地の自然改変が進行したことがHt定され る。 湿地帯のところどころには， ヒメビシ

やヒシモドキ ・ ヒルムシロなどの水生植物の自生する沼沢地が存在していた。弥生中期及び後期の絶

対年代は ， 勝川62F 区で 1910土90y. B. P. , 21 40土 100y. B. P. 及び 2130土100y. B. P. のデータが

得られた。

古墳時代は， 環境要因の多様化と自然、度の高い止水域の存在が推定される。この層準の絶対年代は，

勝川62F 区で 1930土80y. B. P. とかなり古い値が得られた。 奈良時代になると ， 河床には植物)十ま

じ りの腐傾質シルトが厚く堆積した。昆虫化石の分析結果から，周囲に林を伴うかなり自然度の高い

低湿地が広がっていたことが推定される。湿地帯には，ジュンサイやヒツジク‘サ， ヒシなどが浮かん

でいた。絶対年代は， IJ券川62F 区で 1260土100y. B. P. の値が得られた。平安時代は， 再びイネネ

クイハムシが増加し， 水田雑草と思われる小型の種子を産した。 人工改変の進んだ低湿地，開発され

た水回の姿が想定される。

江戸時代前期のデー タは，松河戸63A区から得られた。 計 926 点の昆虫化石の分析結果から人家の

近く ， マツなどの樹木の茂った土手と止水域(おそ らく水田)の存復が推定される。江戸時代後期は

勝川62A区から得られたものである。ヒメコガネやドウガネブイブイなどの食葉性昆虫の多産から ，

果樹等か‘植栽された人家の近くや人里に近い村はずれの草地 ・ 林縁などかj佐定され， 付近に家の密集

するきわめて人の気配の11晶、環境だ っ たことが推定された。

6. 今後の課題

古環境の復元にあたっては，昆虫化石のみならず大型植物遺体や花粉 ・ 珪藻化石， 地層の種類や粒

径など ， 多くの情報をもとに総合的に論ずべきことはいうまでもないことである。しかし ， 空気にふ

れたのちの昆虫化石の劣化速度は著しく ， その分類 ・ 同定作業は最も緊急性を必要とされた。

昆虫化石の保存の方法すら ， まだ確立されていなし、。同定の方法も ， これまでの分類は ， 一個体ま

とまった状態で種を決定するのが昆虫分類学の基本とされてきた。 顕微鏡下における単一節片， とく

に鞘麹による同定と分類のシステム化がし、そがれるところである。

今後は未分類の昆虫化石の同定作業を継続する一方， 植物遺体や珪藻等のデー タを集め，より詳細

な環境復元をめざしていきたく思う。ま た，勝川遺跡のみならず同H寺代のさらに広い地域の昆虫化石
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図 2. 勝川逃跡周辺の古環境の復元図

Fig. 2. Restor巴d pictures of paI巴oenvironment in th巴 Kachigawa site and its 

vicimt1es 
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を調査することによって ， 人間生活と昆虫とのつながりについても追究していきたい。
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図版 1. IJ券川巡跡産昆虫化石の顕微鋭'7JJ1

Plate 1. Microphotographs of fossil insects froJl1 Kachigawa site 
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図版 1. の説明 Explanation of Plate 1. 

1 カナプ'/ Rhomborrhi1la japo1lica Hope 左鞘迦(奈良時代) 傑本の長さ 22mm

2 コアオハナム F リ Oxycetonia juc,mda (Faldermann) 左官l勉(古邸時代) 標本の長さ 12mm

3. コカプトムγ Eophileurus chinensis (Faldermann) 左鞘組(弥生時代後WJ) r:i本の長さ 14mm

4 コガネム'/ Mimela splendens Gyllenhal 右鞘迦(奈良時代) 燃本の長さ 13mm

5. ドウガネプイプイ Anomala cuprea Hope 左鞘遡上半部(京良時代) 撚本の長さ 8mm

6 ヒメカ γγg コガネ Aρogonia amida Lewis 左右端 ilJl (型F生時代後JUJ) 初!本の長さ 6mm

7. 7オゴミムジ属 Chlaenius sp. 左右制遡 (奈良時代) t~!!本の長さ 13mm

8. ゴミムシ科 Harpalidae 治相1姐(弥生時代中JUJ) 探本の長さ 15mm

9. オオトッタリゴミムジ属 Oodes sp. 前!向背板(弥生時代後期) 傑本の最大柿 6mm

10 . サクラ コガネ属 Anomala sp. 右後l毘節及び腔節 (奈良時代) 腿節 3 mm. 股節2.8mm

11.グ V コメツキ Mela1lotus legatus Candeze 官íj胸背板(奈良時代) 秘本の長さ 6mm

12. 7 カガネサルハム'/ Acrothinium gaschkevitchii Motschulsky 右府i組 {奈良時代) 標本の長さ 4mm

13. ハグロト Yポ Calopteryx atrata Selys 右後麹{奈良時代) 秘本の長さ 16mm

14. イネネクイハムγ Donacia provosti Fairmaire 官íj胸'l-Y板(弥生時代後期J) 標本の長さ1.3mm

15 . イネネタイハムツ Donacia ρrovosti Fairmaire 右鞘姐(古噴時代) 総本の長さ 6.0mm

16. ガガプタキクイハム γ Donacia lenzi (Schonfeld t) 右納趨(官官良時代) 担!本の長さ 6.1mm

図版 2 . 昆虫化石のスケッチ (スケーノレは 1 ・ 2 ・ 4 は lcm，あとはすべて lmm)

Plate 2. Sketches of fossil insects 

1 ゲγ ゴロウ Cybister japonicus Sharp 草 左納麹(勝川遺跡 ; 奈良時代)

2. ガム'/ Hydrophilus acuminatus Motschulsky 左鞘麹(勝川巡跡;奈良時代)
3. オオミズスマシ Dineul!ts orienlalis (Modeer) 左鞠魁1 (勝川遺跡; 奈良時代)

4. ミヤマカミキリ Massic!ts raddei (Blessig) 右鞘姐(勝川遺跡;奈良昨年代)

5. コフ.マルエ Yマコガネ Onthoρhagus atripennis Waterh�se ♀ ilíil陶背板{勝川逃跡;弥生時代中JVJ)

6 . ツヤマルヱYマムジ Atholus pirithous (Marseul) 右鞘麹 (町因追跡 ;純文1時代中JUJ)

7. オオセYチコガネ Geotrupes auratus Motshulsky � 右前脳節ilíj半部(勝川遺跡 ;弥生時代後JVj)

8. 7 カアシオオタシコメツキ Mela1lotus cele Candeze ilíj胸背板(勝川i1'ì跡; 京良時代)

9. イ不ネクイハム γ D01Zacía ρrovosti Fairmaire 前)胸背板(勝川遺跡 ;弥生時代後JVJ)

10. イネネグイハム γ D01叫cta ρrovosti Fairmaire 右納麹 [勝川逃跡 ;弥生時代後JVD

11 ガガプタ不クイハム γ Donacia le1lzi (Schonfeld t) 右側組(勝川巡跡;弥生時代後期)

12. ツヤキクイハムシ D01!acia nitidior (Nakane) 右純組 (勝川逃跡; 奈良時代)
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3a 

lb 

2b 2c 

3b 

図版 3. ネクイハムシ 3 種の走査型電子顕微鏡写真

Plate 3. Scanning electron micrographs of three species of Donaciine fossils 

la ・ lb ・ lc ガガプタネタイハムシ Donacia lenzi Schonfeldt (勝川追跡 ;弥生時代後JUD
2a ・ 2b ・ 2c イネネクイハムシ Donacia �rovosti Fairmaire (勝川遺跡 ; 平安時代)

3a ・ 3b ・ 3c キγ イ ロネ タイハム γ Do仰cia jaρmla Chuio and Goecke (勝川逃跡 ; 奈良時代)
各写真下のスケールはそれぞれミク ロ Yを示す (例; 500U=500μm) 
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Paleoenvironment based on Fossil Insects in the Kachigawa 

Site and Its Vicinities of Aichi Prefecture, Japan 

Yuichi MORI 
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ho, Ama-gun , Aichi 498, Japan 

There are numerous species of insects and they adjust themselves to various environｭ

ment on the earth. Therefore, we can get a lot of useful information from surveying fossil 

insects. 

The author paid attention to the characteristic of indicator of fossil insects, and collected 

them at Kachigawa, Choda and Matsukawado in Kasugai City, Aichi Prefecture. They 

have been c1assified to restore the paleoenvironment. 

As a result, 1 succeeded in identifying a total of 4,179 specimens of them. Many of 

them belong to COLEOPTERA, and some of them belong to ODONA T A and HEMIPTERA. 

The deposits which contain these specimens are divided into 11 samples and made up 

of nine periods from the middle Jomon period to the late Edo period. 

The paleoenvironment of Kachigawa site and its vicinities is, according to the data 1 

ha ve got, as follows: 

In the Jomon period , there were many forest inhabiting SCARABAEIDAE and people 

used to live in the woodlands. 

In the Yayoi period when aquatic insects, such as Donacia ρrovosti and Hydro.ρhilus 

acuminatus, increased, many paddy fields may have been newly opened_ 

When the Nara period came, this district was natural lowland. ln the Heian period, 

paddy fields increased at this district again. 

In the Edo period, there were abundant taxa of insects which lived near the human 

habitation , such as Anomala rufocuρrea and Anomala cu�rea. As a result, a lot of p巴ople

and their life certainly existed near there_ 
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